
僕と友達と超能力者

雷神 テンペスタ



【
注
意
事
項
】

　
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
で
掲
載
中
の
作
品
を
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
し
た
も
の
で

す
。

　
小
説
の
作
者
、「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
の
運
営
者
に
無
断
で
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
作
品
を
引
用
の
範
囲
を

超
え
る
形
で
転
載
・
改
変
・
再
配
布
・
販
売
す
る
こ
と
を
禁
じ
ま
す
。

　　【
あ
ら
す
じ
】

　
こ
の
物
語
は
、
僕
と
友
達
と
超
能
力
者
（
改
）
の
Ｉ
Ｆ
ス
ト
ー
リ
ー
的
な
も
の
で
す
。

　
例
え
ば
、
明
久
が
幻
想
入
り
し
て
い
な
か
っ
た
り
。

　
ま
ぁ
、
そ
れ
だ
け
で
す
が
…

　
そ
れ
ぞ
れ
思
想
が
繰
り
出
さ
れ
る
物
語
が
今
始
ま
る
…
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設
定

　　
吉
井
明
久

　
こ
の
物
語
の
主
人
公

　
Ａ
ク
ラ
ス
学
年
主
席

　
趣
味
読
書
（
そ
れ
も
イ
タ
リ
ア
語
の
）、
ゲ
ー
ム

　
特
技
料
理

　
得
意
科
目

　
日
本
史
９
９
万
６
７
２
１
〜
１
６
７
８
万
８
７
６
２
点
〜
３
８
７
７
万
１
２
３
８
点

　
世
界
史
８
８
万
３
８
６
１
〜
１
８
９
万
２
６
７
８
点
〜
８
９
９
万
１
７
８
９
点

　
保
険
体
９
９
万
９
９
９
９
点
〜
８
８
８
万
１
９
８
７
点

　
科
学
６
０
０
０
〜
７
万
７
６
５
１
点
〜
１
２
万
１
１
２
１
点

　
古
典
９
０
０
０
〜
９
万
９
６
７
５
点
〜
２
８
万
１
９
８
７
点

　
現
代
国
語
４
２
万
６
１
５
１
点
〜
７
８
万
６
９
８
７
点

　
苦
手
科
目

　
英
語
２
０
０
〜
８
９
８
点
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英
語
Ｗ
１
０
０
〜
７
１
２
点

　
そ
の
他
は
１
９
万
点
〜
２
８
万
点
か
な

　
総
合
科
目
２
３
１
４
万
６
５
２
６
点
〜
６
０
４
５
万
６
７
１
９
点

　
〜
は
時
々
で
す

　
や
っ
ぱ
明
久
は
日
本
史
と
世
界
史
が
得
意
っ
て
こ
と
で
規
格
外
の
点
数

　
保
険
体
育
は
単
に
運
動
神
経
が
良
い
か
ら
で
も
規
格
外

　
と
い
う
か
、
３
年
の
学
年
主
席
以
外
の
生
徒
に
は
完
全
に
勝
っ
て
い
る

　
因
み
に
３
年
の
学
年
主
席
は
明
久
よ
り
も
規
格
外

　
観
察
処
分
者
に
な
っ
た
理
由
が
違
う

　
理
由
は
Ｂ
．
Ａ
．
Ｂ
．
Ｅ
．
Ｌ
．
の
仕
事
や
色
々
や
っ
て
居
て
、
遅
刻
や
無
欠
席
を
し
て
居
た
か

ら
、

　
そ
れ
を
知
っ
て
い
る
面
々
は
教
師
全
員
と
Ａ
ク
ラ
ス
メ
ン
バ
ー
、
Ｆ
ク
ラ
ス
主
力
メ
ン
バ
ー
（
Ｆ
ク

ラ
ス
そ
の
も
の
は
（
島
田
を
含
み
）
バ
カ
だ
か
ら
と
思
っ
て
い
る

　　
性
格
殆
ど
原
作
と
一
緒
だ
が
、
鈍
感
さ
は
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
て
る
何
故
皆
が
紅
く
な
る
の
か
わ
か
ら

な
い
位

　
容
姿
原
作
と
一
緒
だ
が
、
目
に
は
眼
帯
を
付
け
て
い
る
本
人
曰
く
、
カ
ッ
コ
付
け
↑
お
い
!?

2  設定



　
っ
て
い
う
の
は
、
冗
談
で
実
は
こ
の
目
は
オ
ッ
ド
ア
イ
（
神
眼
…
金
色
の
色
）
隠
す
た
め
に
眼
帯
を

付
け
て
い
る
（
薫
た
ち
は
知
っ
て
い
る
）

　
能
力

　　
神
眼

　
神
様
が
見
え
た
り
、
話
せ
た
り
出
来
る

　　

念
動
能
力
者

サ

イ

コ

キ

ノ

　
レ
ベ
ル
１
０
の

　
レ
ベ
ル
７
の
薫
達
よ
り
強
い
な
の
で
世
界
最
強
（
最
恐
）
で
あ
る

　　　
超
能
力
者
の
念
動
力
者
で
あ
り

　
幼
馴
染
の
薫
、
葵
、
紫
穂
と
一
緒
に
文
月
学
園
に
入
学

　
小
学
校
の
頃
か
ら
学
年
主
席
で
女
の
子
か
ら
は
モ
テ
モ
テ
だ
っ
た
が
鈍
感
な
為
気
付
い
て
い
な
い

と
う
い
う
か
薫
、
葵
、
紫
穂
の
事
が
好
き
な
の
で
、
他
の
女
子
に
は
見
向
き
も
し
な
か
っ
た

　
幼
い
頃
（
幻
想
郷
よ
り
前
）
に
イ
タ
リ
ア
に
行
っ
て
い
た
為
、
イ
タ
リ
ア
語
ペ
ラ
ペ
ラ
だ
が
、
英
語

3



は
喋
れ
な
い
本
人
は
イ
タ
リ
ア
語
が
授
業
に
出
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
る
、
雄
二
と
は
仲
違
い
の
フ
リ

を
し
て
い
て
、
仲
が
悪
い
よ
う
に
見
せ
て
い
る

　
そ
し
て
、
Ｆ
Ｆ
Ｆ
団
の
須
川
、
横
溝
、
近
藤
と
は
一
時
敵
対
を
し
て
い
る
、
そ
の
理
由
は
本
当
は
雄

二
や
秀
吉
達
と
一
緒
で
親
友
で
あ
る
か
ら
だ
、
だ
が
Ｆ
Ｆ
Ｆ
団
（
元
は
明
久
護
衛
隊
）
を
大
き
く
な
り
、

３
人
以
外
は
嫉
妬
の
集
団
と
な
っ
て
し
ま
い
、
３
人
と
は
敵
対
の
振
り
を
し
て
い
る
。
こ
の
事
は
雄
二

と
薫
の
み
が
知
っ
て
い
る
。

　
明
石
　
薫

　
Ａ
ク
ラ
ス
学
年
次
席

　　
趣
味
　
読
書
（
漫
画

　
性
格
　
原
作
と
一
緒
だ
が
、
セ
ク
ハ
ラ
発
言
は
し
な
い

　
容
姿
　
未
来
の
薫
よ
り
短
め
だ
が
、
中
学
の
頃
よ
り
髪
が
伸
び
て
、
ポ
ニ
ー
テ
ー
ル
と
シ
ュ
シ
ュ
を

し
て
い
る

　
制
服
　
文
月
学
園
の
制
服

　　
得
意
科
目

　
保
険
体
育
１
７
０
０
〜
１
２
万
１
３
７
８
点
〜
１
３
２
万
１
９
８
７
点
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日
本
史
１
０
０
０
〜
１
２
万
５
９
８
７
点
〜
１
１
２
万
１
２
３
８
点

　
世
界
史
１
２
０
０
〜
１
３
万
８
７
９
８
点
〜
１
１
２
１
万
１
２
３
８
点

　
苦
手
科
目

　
古
典
１
０
０
〜
３
９
７
８
点

　
現
代
社
会
９
９
９
〜
１
５
１
１
点

　
中
立

　
数
学
５
５
１
２
点
〜
１
万
８
８
９
７
点

　
英
語
５
７
８
９
点
〜
１
万
１
８
７
８
点

　
他
は
１
１
万
２
１
１
１
点

　
総
合
科
目
５
７
万
９
８
９
３
点
〜
１
４
８
１
万
１
８
３
７
点

　
世
界
史
と
日
本
史
が
得
意
な
の
は
、
明
久
に
教
え
て
も
ら
っ
た

　
保
険
体
育
は
た
だ
単
に
好
き
だ
か
ら

　
能
力

念
動
能
力
者

サ

イ

コ

キ

ノ

　
レ
ベ
ル
７
の

　
こ
の
物
語
の
メ
イ
ン
ヒ
ロ
イ
ン
と
第
二
の
主
人
公

　
明
久
と
は
幼
馴
染
で
葵
、
紫
穂
と
一
緒
に
Ｂ
．
Ａ
．
Ｂ
．
Ｅ
．
Ｌ
に
所
属
し
て
い
る

　
明
久
の
事
は
好
き
だ
が
今
だ
に
告
白
出
来
な
い
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理
由
は
告
白
し
て
今
の
関
係
が
壊
れ
る
か
が
心
配
だ
か
ら

　
雄
二
と
は
友
達

　
Ｆ
ク
ラ
ス
の
島
田
、
姫
路
、
Ｆ
Ｆ
Ｆ
団
を
嫌
っ
て
い
る
が
須
川
、
横
溝
、
近
藤
と
は
あ
る
理
由
（
明

久
参
照
）
で
敵
対
の
振
り
を
し
て
い
る
。

　
野
上
　
葵

　
Ａ
ク
ラ
ス

　
趣
味
読
書

　
性
格
原
作
と
一
緒
だ
が
、
明
久
対
し
て
は
積
極
的
だ
が
、
他
の
男
子
に
は
冷
た
く
接
す
る

　
容
姿
眼
鏡
が
な
く
て
、
コ
ン
タ
ク
ト
を
し
て
い
る
、
髪
を
ツ
イ
ン
テ
ー
ル
を
し
て
い
る

　
得
意
科
目

　
日
本
史
６
０
０
０
〜
２
１
万
３
２
２
１
点
〜
１
７
３
万
１
２
９
７
点

　
世
界
史
８
０
０
０
〜
１
５
万
４
２
２
２
点
〜
１
６
７
万
１
１
１
６
点

　
数
学
１
６
万
９
８
９
８
点
〜
６
７
万
２
６
７
８
点

　
苦
手
科
目

　
特
に
な
し

　
他
は
８
０
０
９
点
〜
１
１
万
１
１
２
１
点

　
総
合
科
目
３
９
万
９
４
６
７
点
〜
５
７
４
万
１
９
０
６
点
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数
学
は
た
だ
単
に
得
意
だ
か
ら

　
日
本
史
と
世
界
史
は
明
久
に
教
え
て
も
ら
っ
た

　
あ
と
少
し
で
次
席
だ
っ
た
が
薫
に
追
い
抜
か
れ
て
学
年
３
位
と
な
っ
た

　
能
力

瞬
間
移
動
能
力
者

テ

レ

ポ
ー

タ
ー

　
レ
ベ
ル
７
の

　　
こ
の
物
語
の
ヒ
ロ
イ
ン
２

　
明
久
と
は
幼
馴
染
で
薫
、
紫
穂
と
一
緒
に
Ｂ
．
Ａ
．
Ｂ
．
Ｅ
．
Ｌ
．
所
属
し
て
い
る

　
明
久
の
事
は
好
き
で
、
い
っ
つ
も
抱
き
付
い
て
い
る
が
…

　
明
久
（
雄
二
、
秀
吉
、
康
太
）
以
外
の
男
子
に
は
冷
た
く
接
す
る

　
薫
、
紫
穂
以
外
の
女
子
と
は
良
好

　
つ
ま
り
は
男
子
（
明
久
、
雄
二
、
秀
吉
、
康
太
以
外
）
に
は
冷
た
く
、
女
子
に
は
優
し
い
と
う
い
う

事
だ
が

　
Ｆ
ク
ラ
ス
の
島
田
と
姫
路
に
は
冷
た
い
む
し
ろ
嫌
い
、
い
や
、
雌
豚
と
思
っ
て
い
る
が
姫
路
の
事
は

Ａ
ク
ラ
ス
戦
後
に
は
仲
良
く
し
て
い
る
。

　
Ｆ
Ｆ
Ｆ
団
の
事
が
大
っ
嫌
い

　
三
宮
　
紫
穂
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Ａ
ク
ラ
ス

　
性
格
　
原
作
と
一
緒

　
容
姿
　
髪
を
伸
ば
し
て
、
前
髪
は
中
学
の
頃
と
同
じ
く
る
く
る
で
薫
と
同
じ
ポ
ニ
ー
テ
ー
ル

　
得
意
科
目

　
日
本
史
１
１
万
１
２
３
４
点

　
世
界
史
１
２
万
８
８
９
６
点

　　
苦
手
科
目

　
保
険
体
育
９
７

　　
中
立

　
英
語
１
万
９
６
５
４
点

　
数
学
１
万
３
２
３
１
点

　
原
国
１
万
５
６
３
１
点

　
他
は
８
０
０
１
点

　
総
合
科
目
３
７
万
６
７
５
４
点
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他
の
二
人
に
比
べ
て
低
い
が
そ
れ
で
も
他
の
Ａ
ク
ラ
ス
メ
ン
バ
ー
に
比
べ
て
は
高
い

　
上
の
二
つ
は
他
の
二
人
と
一
緒
で
明
久
に
教
え
て
も
ら
っ
た

　
な
お
保
体
が
、
す
ご
く
低
い
の
は
保
体
だ
け
は
何
故
か
す
る
気
が
な
く
。

　
こ
こ
ま
で
の
点
数
に
な
っ
た

　
能
力

接
触
感
応
能
力
者

サ

イ

コ

メ

ト

ラ
ー

　
レ
ベ
ル
７
の

　
参
考

　
こ
の
物
語
の
ヒ
ロ
イ
ン
３

　
明
久
と
は
幼
馴
染
で
薫
、
葵
と
一
緒
Ｂ
．
Ａ
．
Ｂ
．
Ｅ
．
Ｌ
．
に
所
属
し
て
い
る

　
明
久
の
事
は
大
好
き
で
明
久
の
頬
に
キ
ス
ま
で
し
て
抱
き
付
い
た
り
、
大
胆
な
動
き
を
し
て
い
る

（
ザ
・
チ
ル
ド
レ
ン
随
一
）

　
Ｆ
ク
ラ
ス
の
島
田
、
姫
路
、
Ｆ
Ｆ
Ｆ
団
を
敵
視
し
て
い
る
が
姫
路
の
事
は
、
Ａ
ク
ラ
ス
戦
前
に
許
し

て
い
る
。

　
皆
本

　　
三
人
の
上
司
兼
保
護
者
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次
↓
バ
カ
テ
ス

　
坂
本
　
雄
二

　
Ｆ
ク
ラ
ス
代
表
（
後
に
Ａ
ク
ラ
ス
）

　
性
格
　
原
作
と
は
違
い
明
久
の
不
幸
が
大
っ
嫌
い

　　
成
績
　

　　
総
合
科
目
は
薫
と
葵
の
間

　　
２
年
の
新
学
期
早
々
、
試
召
戦
争
を
引
き
起
こ
し
た
張
本
人
、
理
由
と
し
て
は
、
下
克
上
を
目
標
と

し
て
い
て
る
が
、

　
実
際
は
、
Ａ
ク
ラ
ス
主
席
で
あ
る
明
久
と
真
剣
勝
負
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
い
つ
も
明
久
に
暴
力
を
ふ
る
う
島
田
美
波
の
事
を
敵
視
し
て
い
る
。

　
島
田
を
Ｄ
ク
ラ
ス
や
Ｂ
ク
ラ
ス
に
使
者
と
し
て
向
か
わ
せ
て
い
る
の
は
、

　
こ
う
い
っ
た
、
理
由
が
あ
る
か
ら
だ
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木
下
　
秀
吉

　
性
別
男
の
娘
（
違
う
の
じ
ゃ
!!
・
・
・
訂
正
　
男

　
Ｆ
ク
ラ
ス

　
性
格
原
作
と
一
緒

　
容
姿
原
作
と
一
緒
だ
が
少
し
筋
肉
が
付
い
て
い
て
、
少
し
色
黒

　　
成
績
本
当
は
、
Ａ
ク
ラ
ス
並
（
で
も
古
典
は
１
９
９
万
点
で
学
年
１
位
）
だ
が
、
あ
の
三
人
に
言
わ

れ
て
島
田
を
見
張
っ
て
欲
し
い
と
言
わ
れ
て
わ
ざ
と
Ｆ
ク
ラ
ス
に
入
っ
た

　　　
土
屋
　
康
太

　
Ａ
ク
ラ
ス

　
性
格
原
作
と
一
緒
だ
が
、
薫
達
の
写
真
は
明
久
だ
け
に
売
っ
て
い
る
（
前
に
無
断
で
撮
っ
た
時
に
明

久
に
ボ
コ
ら
れ
た
）

　
容
姿
原
作
と
一
緒

　
成
績
保
険
体
育
は
学
年
一
位
で
９
９
９
万
点
他
は
Ａ
ク
ラ
ス
上
の
上
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島
田
　
美
波

　
性
格
原
作
よ
り
ひ
ど
い

　
容
姿
原
作
と
一
緒

　
成
績
数
学
は
Ａ
ク
ラ
ス
並
み
に
他
は
原
作
通
り

　　
明
久
が
高
１
の
時
出
会
っ
た
少
女
だ
が
、
明
久
に
暴
力
し
た
り
、
関
節
技
を
し
た
り
し
て
い
る
の
で
、

ザ
・
チ
ル
ド
レ
ン
の
三
人
の
ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
載
っ
て
い
る
の
と
同
時
に
Ｂ
．
Ａ
．
Ｂ
．
Ｅ
．
Ｌ
．

の
監
視
も
付
い
て
い
る
が
本
人
は
全
く
気
づ
い
て
い
な
い

　　　　
姫
路
　
瑞
樹

　
Ｆ
ク
ラ
ス

　
性
格
原
作
と
一
緒

　
容
姿
原
作
と
一
緒

　
成
績
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万
単
位
が
取
れ
る
ま
で
成
長

　
島
田
と
共
に
明
久
に
暴
力
し
て
い
る
の
で
、
ザ
・
チ
ル
ド
レ
ン
の
三
人
の
ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
載
っ

て
い
る
が
そ
れ
が
間
違
い
と
思
い
途
中
か
ら
暴
力
を
し
な
く
な
っ
た

　　　
霧
島
　
翔
子

　
第
四
の
ヒ
ロ
イ
ン

　
Ａ
ク
ラ
ス

　
性
格
　
他
の
男
子
に
は
無
口
（
雄
二
に
は
ち
ょ
っ
と
無
口
）
だ
が
明
久
（
薫
達
も
含
む
）
の
前
だ
っ

た
ら
、
明
る
く
喋
る
。

　
容
姿
原
作
よ
り
綺
麗
で
ポ
ニ
ー
テ
ー
ル
に
な
っ
て
い
る
（
時
に
は
ツ
イ
ン
テ
ー
ル
）

　
成
績
　

　
得
意
科
目

　
科
学
１
万
９
０
０
０
点

　
数
学
１
万
１
０
０
０
点

　
苦
手
科
目

　
な
し
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他
は
１
万
点

　
総
合
科
目
１
８
万
点

　
翔
子
さ
ん
は
絶
好
調
時
は
薫
を
も
凌
ぐ
ほ
ど
の
実
力
者

　
小
学
校
の
あ
の
出
来
事

　
雄
二
の
事
を
好
き
に
な
っ
た
が
振
り
向
い
て
く
れ
な
い
の
で
、
諦
め
た
が
恩
返
し
は
返
し
た
い
と

思
っ
て
い
る

　
明
久
を
好
き
な
っ
た
の
は
あ
る
時
街
を
歩
い
て
い
た
ら
、
ナ
ン
パ
さ
れ
て
無
理
や
り
連
れ
去
ら
れ
そ

う
に
な
っ
た
の
を
明
久
に
助
け
て
も
ら
っ
た
そ
れ
で
一
度
別
れ
た
、
そ
れ
で
ま
た
、
明
久
に
再
会
そ
れ

で
明
久
と
遊
ん
だ
り
し
て
、
明
久
か
ら
翔
子
ち
ゃ
ん
は
笑
顔
の
方
が
可
愛
い
よ
と
言
わ
れ
て
、
明
久
の

深
さ
や
優
し
い
所
を
惚
れ
て
た
の
だ
っ
た

　
Ｆ
ク
ラ
ス
の
島
田
、
姫
路
、
Ｆ
Ｆ
Ｆ
団
が
大
嫌
い

　
雄
二
の
事
は
嫌
い
で
は
な
い
が
好
き
で
も
な
い
が
恩
返
し
は
（
ｒ
ｙ

　　　
木
下
　
優
子

　
Ａ
ク
ラ
ス

　
第
五
の
ヒ
ロ
イ
ン
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性
格
　
思
い
っ
き
り
丸
く
な
っ
て
居
る

　
容
姿
　
胸
の
あ
た
り
が
膨
ら
ん
で
大
き
く
な
っ
て
（
Ｂ
〜
Ｄ
カ
ッ
プ
）
ツ
イ
ン
テ
ー
ル
を
し
て
い
る

　
成
績

　
万
単
位
は
取
っ
て
居
る

　
明
久
の
事
は
大
好
き

　
明
久
と
ザ
・
チ
ル
ド
レ
ン
と
は
幼
馴
染

　　　　
工
藤
　
愛
子

　
第
六
の
ヒ
ロ
イ
ン

　
成
績
保
健
体
育
が
学
年
２
位
の
９
８
７
万
９
９
９
０
点
他
は
万
単
位

　
容
姿
　
シ
ョ
ー
ト
で
ポ
ニ
ー
テ
ー
ル
を
し
て
い
る

　
明
久
の
事
は
大
好
き

　
転
校
生
で
一
人
で
過
ご
し
て
い
た
ら
、
明
久
に
声
掛
け
て
も
ら
っ
て
初
め
て
の
友
達
と
言
っ
て
く
れ

た　
そ
れ
で
明
久
の
こ
と
を
好
き
な
っ
た
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原
作
と
の
違
い

　
・
違
う
の
は
美
春
と
久
保
君
は
同
性
愛
者
で
は
な
い

　
・
明
久
、
康
太
は
Ａ
ク
ラ
ス

　
・
明
久
、
康
太
は
秀
吉
を
男
と
し
て
見
て
い
る

　
・
明
久
、
康
太
は
Ｆ
Ｆ
Ｆ
団
に
所
属
し
て
い
な
い

　
・
雄
二
は
明
久
の
不
幸
が
嫌
い

　
・
明
久
は
Ｂ
．
Ａ
．
Ｂ
．
Ｅ
．
Ｌ
．
に
所
属
し
て
い
る
、『
ザ
・
チ
ル
ド
レ
ン
』
の
副
リ
ー
ダ
ー

　
・
な
ぜ
、
ヒ
ロ
イ
ン
が
ポ
ニ
ー
テ
ー
ル
と
ツ
イ
ン
テ
ー
ル
な
の
か
は
明
久
が
ポ
ニ
ー
テ
ー
ル
と
ツ
イ

ン
テ
ー
ル
が
好
み
だ
か
ら

　
・
雄
二
達
は
明
久
が
Ｂ
．
Ａ
．
Ｂ
．
Ｅ
．
Ｌ
．
に
所
属
し
て
る
の
は
知
っ
て
い
る

　
・
明
久
の
Ｂ
．
Ａ
．
Ｂ
．
Ｅ
．
Ｌ
．
時
の
格
好
は
薫
達
、
ザ
・
チ
ル
ド
レ
ン
の
制
服
の
男
版

　
・
Ｆ
Ｆ
Ｆ
団
の
一
部
（
団
長
、
副
団
長
、
参
謀
長
）
が
改
心
し
、
姫
路
は
Ａ
ク
ラ
ス
戦
前
に
は
改
心

し
て
お
り
、
島
田
は
救
わ
れ
な
い

　　
こ
の
物
語
に
登
場
す
る
教
科
は
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現
代
国
語
、
古
典
、
現
代
社
会
、
日
本
史
、
世
界
史
、
数
学
、
物
理
、
化
学
、
生
物
、
英
語
、
英
語

Ｗ
、
保
健
体
育
、
技
術
、
家
庭
科
、
美
術
、
情
報
の
１
６
科
目
の
点
数
を
合
わ
せ
て
総
合
科
目
し
ま
す
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試
召
戦
争
編

プ
ロ
ロ
ー
グ

　　
明
久
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ

　
桜
が
舞
い
散
る
通
学
路
。

　
も
う
既
に
見
慣
れ
て
い
た
と
思
っ
て
い
た
通
学
路
が
桃
色
に
化
粧
を
し
て
そ
の
表
情
を
が
ら
り
と

変
え
て
い
た
。
そ
れ
は
僕
が
こ
の
文
月
学
園
に
入
学
し
て
か
ら
一
年
が
た
っ
た
事
を
感
じ
る
。

　　
明
「
こ
こ
に
来
て
も
う
１
年
が
経
つ
ん
だ
ね
?
薫
ち
ゃ
ん
、
紫
穂
ち
ゃ
ん
、
葵
ち
ゃ
ん
。」

　
薫
「
確
か
に
な
ぁ
、
１
年
が
こ
ん
な
に
早
い
と
は
な
〜
」

　
葵
「
薫
、
な
ん
か
ジ
ジ
く
さ
い
で
、
で
も
ほ
ん
ま
や
な
ぁ
。」

　
紫
「
葵
ち
ゃ
ん
も
そ
う
じ
ゃ
な
い
〜
、
皆
本
さ
ん
も
来
れ
れ
ば
よ
か
っ
た
の
に
ね
?
」

　
明
「
皆
本
さ
ん
は
仕
事
で
来
れ
な
い
っ
て
言
っ
て
た
じ
ゃ
な
い
か
」

　
紫
「
そ
う
だ
け
ど
、
ま
ぁ
い
い
か
!
ア
キ
ち
ゃ
ん
が
い
る
し
〜
」
す
り
す
り

　
明
「
あ
っ
／
／
／
紫
穂
ち
ゃ
ん
!
」

　
紫
「
フ
フ
ッ
、
冗
談
よ
♪
」
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紫
穂
ち
ゃ
ん
…
全
然
冗
談
に
聞
こ
え
な
か
っ
た
ん
だ
け
ど
。

　
薫
「
あ
っ
、
も
う
そ
ろ
そ
ろ
急
が
な
い
と
て
っ
つ
ん
か
ら
怒
ら
れ
る
よ
!
」

　
あ
っ
、
確
か
に
そ
う
だ
、
急
が
な
い
と
ね
。

　
明
「
じ
ゃ
あ
、
急
ご
う
か
!
」

「「「
う
ん
!
」」」

　　　　
文
月
学
園
校
門
前

　　
鉄
「
吉
井
、
明
石
、
野
上
、
三
ノ
宮
、
遅
い
ぞ
!
」

　　
今
校
門
の
前
で
僕
達
を
怒
っ
た
の
は
西
村
先
生
で
、
一
部
の
生
徒
の
間
で
『
鉄
人
』
と
呼
ば
れ
て
い

る
。
あ
く
ま
で
生
徒
の
間
な
の
で
本
人
の
前
で
は
禁
句
で
あ
る
。
内
心
危
な
か
っ
た
と
今
も
肝
を
冷

や
し
て
い
る
が
そ
ん
な
こ
と
よ
り
、
僕
達
は
謝
る
こ
と
に
し
た
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明
「
ご
め
ん
な
さ
い
、
鉄
…
…
西
村
先
生
」

　
薫
「
ご
め
ー
ん
、
て
っ
つ
ん
!
」

　
葵
「
す
ん
ま
せ
ん
、
西
村
先
生
」

　
紫
穂
「
ご
め
ん
な
さ
い
、
ス
ネ
ー
ク
先
生
（
黒
笑
）」
怖
っ

　
西
「
明
石
!
西
村
先
生
と
呼
べ
!!

　
薫
「
は
ー
い
」

　
西
「
三
宮
!!
誰
が
伝
説
の
傭
兵
だ
!!
」

　
紫
「
似
て
ま
し
た
の
で
」

　
西
「
呼
ぶ
な
!
」

　
紫
「
わ
か
り
ま
し
た
」

　
西
「
そ
れ
と
吉
井
、
今
鉄
人
と
呼
び
か
け
な
か
っ
た
か
?
」

　
明
「
気
の
所
為
で
す
!
絶
対
に
」

　
西
「
そ
う
か
、
な
ら
い
い
。
ほ
ら
プ
リ
ン
ト
だ
」

「「「「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
!
」」」」

　
明
「
そ
れ
に
し
て
も
…
先
生
何
で
プ
リ
ン
ト
で
渡
す
ん
で
す
か
?
」

　
西
「
そ
れ
は
学
園
長
の
方
針
だ
か
ら
だ
」

　
明
「
あ
ぁ
〜
な
る
ほ
ど
」
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西
「
そ
れ
か
ら
吉
井
、
な
ぜ
去
年
は
本
気
を
出
さ
な
か
っ
た
?
」

　
明
「
色
々
と
事
情
が
あ
り
ま
し
て
」

　
西
「『
あ
そ
こ
』
の
仕
事
か
?
」

　
明
「
ま
ぁ
、
そ
う
な
り
ま
す
ね
。」

　
西
「
そ
う
か
。」

　『
キ
ン
グ
ク
リ
ム
ゾ
ン
!!!
』

　　
明
「
薫
ち
ゃ
ん
何
ク
ラ
ス
?
」

　　
薫
「
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
ね
〜
」

　
明
石
薫

　
Ａ
ク
ラ
ス
次
席

　
薫
「
次
席
だ
っ
て
よ
〜
!
」

　
明
「
あ
っ
、
次
席
な
ん
だ
!
頑
張
っ
た
ね
!
葵
ち
ゃ
ん
は
?
」

　　
葵
「
待
っ
て
な
〜
」
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野
上
　
葵

　　
Ａ
ク
ラ
ス

　　
葵
「
Ａ
ク
ラ
ス
や
っ
て
〜
」

　　
明
「
や
っ
た
ね
!
紫
穂
ち
ゃ
ん
は
?
」

　　
紫
穂
「
待
っ
て
ね
〜
」

　　
三
宮
　
紫
穂

　
Ａ
ク
ラ
ス

　　
紫
穂
「
Ａ
ク
ラ
ス
だ
っ
て
!
」

　　
明
「
や
っ
た
じ
ゃ
な
い
か
!
」
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　「「「
そ
れ
で
明
久
は
?
」」」

　　
吉
井
　
明
久

　
学
年
主
席

　
明
「
学
年
主
席
だ
っ
て
〜
」

　　
あ
っ
わ
か
っ
た
３
人
と
も
こ
け
た
、
な
ん
で
だ
ろ
う
?

　　
薫
「
え
!?
ま
た
!?
」

　　
明
「
ま
た
っ
て
…
高
校
で
は
、
初
な
ん
だ
け
ど
?
」

　　
紫
「
い
や
い
や
、
さ
っ
き
も
言
っ
た
け
ど
、
去
年
例
外
し
て
そ
れ
以
外
で
は
全
部
、
主
席
だ
っ
た
じ
ゃ

な
い
!
」

　　
葵
「
そ
う
や
で
!
ア
キ
!
ほ
ん
ま
に
あ
ん
た
は
す
ご
い
わ
!
」
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明
「
去
年
と
同
じ
よ
う
に
な
り
た
く
な
い
理
由
が
あ
る
ん
だ
よ
。」

「「「
な
ん
な
の
?
」」」

　
明
「
今
こ
こ
で
は
言
え
な
い
ん
だ
。
教
室
に
行
っ
て
か
ら
ね
。」

「「「
わ
か
っ
た
」」」

　
明
「
じ
ゃ
あ
、
行
こ
う
か
!
」

「「「
う
ん
!!
」」」

　　
少
年
少
女
、
移
動
中

　　
Ａ
ク
ラ
ス

　
僕
達
は
、
Ａ
ク
ラ
ス
の
前
ま
で
来
た
…
の
は
い
い
ん
だ
け
ど
…
こ
れ
っ
て
…

　
明
「
ね
え
、
皆
僕
は
い
つ
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
来
た
の
か
な
?
」

　
薫
「
あ
た
し
も
い
つ
ホ
テ
ル
に
?
」

　
薫
ち
ゃ
ん
も
そ
う
思
っ
て
た
み
た
い
で
同
じ
こ
と
言
っ
て
い
た
。

「「
い
や
い
や
学
校
だ
か
ら
ね
?
」」

「「
や
っ
ぱ
り
?
」」
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「「
う
ん
」」

「
皆
何
し
て
ん
の
?
」

　
僕
ら
が
話
し
て
い
る
時
に
後
か
ら
、
声
が
か
か
っ
た
振
り
返
る
と
、
木
下
優
子
ち
ゃ
ん
が
そ
こ
に
い

た
。

「「「「
優
子
（
ち
ゃ
ん
）
!!
」」」」

　
優
「
大
声
で
叫
ば
な
い
の
!
そ
れ
で
入
ら
な
い
の
?
」

　
明
「
そ
う
だ
ね
、
入
ろ
っ
か
」

「「「「「
う
ん
（
え
え
）
!!
」」」」」

　
僕
達
が
Ａ
ク
ラ
ス
に
入
っ
た
瞬
間
…

　「
あ
ー
き
ー
ひ
ー
さ
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
!!!
」
ド
ン
ッ

　
と
何
者
か
に
突
撃
さ
れ
た
、
で
も
ち
ゃ
ん
と
受
け
止
め
て
。

　
明
「
翔
子
ち
ゃ
ん
…
危
な
い
か
ら
飛
び
つ
か
な
い
の
!
前
に
も
言
っ
た
よ
ね
?
」

　
翔
「
え
ぇ
…
で
も
冬
休
み
か
ら
全
然
会
え
な
か
っ
た
か
ら
…
だ
か
ら
…
」
上
目
遣
い
＋
涙
目

　
明
「
あ
ぁ
!!
わ
か
っ
た
か
ら
泣
か
な
い
で
!?
」

　
翔
「
ニ
ッ
…
は
ー
い
。」

　
明
「
う
、
嘘
泣
き
か
い
…
」
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薫
「
ち
ょ
っ
と
翔
ち
ゃ
ん
い
き
な
り
抱
き
付
か
な
い
で
よ
（
あ
た
し
は
ま
だ
、
抱
き
付
い
て
も
な
い

の
に
…
…
）」

　
翔
「
あ
れ
ぇ
?
妬
い
て
ん
の
ー
?
」

　
薫
「
な
っ
／
／
／
違
っ
…
ち
げ
ー
か
ら
な
!?
」

　
葵
「
薫
!
口
調
!
男
口
調
に
な
っ
と
る
で
!!
」

　
薫
「
あ
り
ゃ
ま
、
こ
り
ゃ
ま
た
失
敬
、
失
敬
」

　
葵
「
ど
こ
の
親
父
か
い
!
「「
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
!
」」

　　　　　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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「「
あ
っ
静
か
に
な
ら
ん
で
〜
（
な
ら
な
い
で
〜
）」」

　　
明
「
漫
才
終
わ
っ
た
?
「「
う
ん
!!
」」
そ
れ
な
ら
良
か
っ
た
、
あ
っ
、
先
生
来
る
よ
?
」

　
あ
え
て
、
漫
才
の
を
ス
ル
ー
し
た

　「「「「「
う
ん
!!
」」」」」

　　
橋
「
皆
さ
ん
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」

　「「「「「「「「「「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」」」」」」」」」

　　
橋
「
は
い
皆
さ
ん
不
備
は
あ
り
ま
せ
ん
か
?
」

　　
い
や
い
や
、
あ
っ
た
方
が
可
笑
し
い
っ
て
こ
れ
で
文
句
言
う
人
は
め
っ
ち
ゃ
ボ
ン
ボ
ン
じ
ゃ
な
い
か

　
橋
「
で
は
、
自
己
紹
介
お
願
い
し
ま
す
」

　　
橋
本
先
生
が
指
し
た
の
は
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　「
・
・
・
土
屋
康
太
」

　　
土
屋
康
太

　
去
年
は
僕
と
一
緒
で
Ｆ
ク
ラ
ス
だ
っ
た
の
に
、
Ａ
ク
ラ
ス
に
来
る
な
ん
て
な
あ
〜
康
太
は
別
名
寡
黙

な
る
性
識
者
（
ム
ッ
ツ
リ
ー
ニ
）
と
呼
ば
れ
て
い
て
、
本
名
よ
り
別
名
の
方
が
有
名
だ
…
本
人
は
不
名

誉
っ
て
言
っ
て
る
ん
だ
け
ど
ね
?
ア
レ
は
撮
ら
れ
る
側
の
了
承
を
ち
ゃ
ん
と
聞
い
て
か
ら
だ
か
ら
ね
。

　「
〜
で
す
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

　　
さ
て
と
こ
こ
ま
で
時
間
が
か
か
る
と
は
ね
?

　
あ
っ
薫
ち
ゃ
ん
か

　　
薫
「
明
石
薫
で
ー
す
!!
趣
味
は
料
理
で
ー
す
よ
ろ
し
く
〜
」

　
薫
ち
ゃ
ん
の
料
理
マ
ジ
で
美
味
し
い
か
ら
ね
〜
、
あ
っ
次
は
、
葵
ち
ゃ
ん
か

　
葵
「
野
上
葵
や
で
!!
趣
味
は
読
書
と
ま
あ
、
ま
ぁ
、
こ
ん
な
感
じ
や
な
、
よ
ろ
し
く
な
〜
」

　
葵
ち
ゃ
ん
は
、
読
書
す
る
と
周
り
の
声
が
聞
こ
え
な
い
位
に
の
め
り
込
む
も
ん
な
ぁ
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紫
穂
「
三
宮
紫
穂
で
す
趣
味
は
読
書
と
料
理
で
す
…
…
…
…
…
…
…
ま
ぁ
─
よ
ろ
し
く
」

　　
紫
穂
ち
ゃ
ん
の
料
理
も
結
構
、
美
味
し
い
も
ん
ね
?
っ
て
何
か
よ
ろ
し
く
ま
で
が
長
か
っ
た
気
が
す

る
ん
だ
け
ど
?
気
の
せ
い
か
な
…

　　
い
や
気
の
せ
い
に
し
と
か
な
い
と
（
ふ
ふ
ふ
）
は
い
!
気
の
せ
い
に
し
と
き
ま
す
!?

　　　
高
橋
「
で
は
、
吉
井
く
ん
最
後
に
お
願
い
し
ま
す
」

　
高
橋
先
生
が
最
後
に
僕
を
指
名
し
て
き
た
、
主
席
っ
て
最
初
に
い
う
じ
ゃ
な
か
っ
た
か
な
…
ま
ぁ
、

い
い
か
、
何
て
言
お
う
か
…
吉
井
明
久
で
す
ダ
ー
リ
ン
と
呼
ん
で
…
…
…
は
い
、
や
め
よ
う
…
何
か
別

の
異
世
界
か
ら
の
電
波
ら
し
き
者
で
こ
れ
は
ダ
メ
だ
っ
て
聞
こ
え
た
…
…

　　
明
「
吉
井
明
久
で
す
!
趣
味
は
読
書
と
料
理
で
す
」

　　
僕
は
普
通
に
自
己
紹
介
を
し
た
。
そ
の
後
に
…

「
お
い
吉
井
っ
て
観
察
処
分
者
だ
ろ
?
何
で
此
処
に
居
る
ん
だ
?
」

29



「
カ
ン
ニ
ン
グ
し
た
ん
だ
ろ
?
」

　「
き
っ
と
、
そ
う
だ
よ
」

　
な
ど
な
ど
、
小
声
で
そ
ん
な
こ
と
言
っ
て
る
声
が
聞
こ
え
た
、
僕
は
気
に
し
て
な
か
っ
た
が
、
薫
ち
ゃ

ん
が
暴
走
し
よ
う
と
し
て
た
の
で
、
止
め
て
い
た
。
そ
し
て
、
高
橋
先
生
が

　　
橋
「
そ
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
吉
井
君
は
学
年
主
席
で
す
。
そ
れ
に
カ
ン
ニ
ン
グ
は
私
達
は
見
逃
し
ま
せ

ん
」

　「
学
年
主
席
!?
そ
う
か
、
な
ん
か
悪
い
こ
と
言
っ
ち
ゃ
な
」

「
う
ん
」

「
あ
と
で
謝
ろ
う
」

　　
明
「
あ
っ
、
良
い
ん
だ
よ
‼
?
じ
ゃ
あ
、
改
め
て
…
…
吉
井
明
久
で
す
、
吉
井
で
も
、
代
表
で
も
、
な

ん
で
も
呼
ん
で
い
い
で
す
。
観
察
処
分
者
で
す
が
、
自
分
の
好
意
で
な
っ
た
の
で
、
別
に
馬
鹿
で
は
な

い
で
す
。
ま
ぁ
、
そ
れ
は
後
々
に
話
す
ね
?
そ
れ
に
僕
は
主
席
で
す
。
こ
の
１
年
間
、
頼
り
な
さ
そ
う

な
僕
で
す
が
、
み
ん
な
で
頑
張
り
ま
し
ょ
う
‼
?
」
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…
…
…
…
…

　　　
あ
れ
?
み
ん
な
ど
う
し
た
ん
だ
ろ
う
?

　　
ぱ
ち
、

　　
ぱ
ち
…

　　　　
パ
チ
パ
チ
パ
チ
パ
チ
パ
チ
パ
チ
‼
?
‼
?

　『『『『
こ
ち
ら
こ
そ
、
よ
ろ
し
く
‼
?
（
代
表
）（
吉
井
君
）
明
久
‼
?
‼
?
』』』』

　　
明
「
う
ん
!
み
ん
な
!
こ
の
１
年
間
悔
い
が
残
ら
な
い
よ
う
に
頑
張
る
よ
!
よ
ろ
し
く
‼
?
」
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　『『
う
ん
‼
?
』』

　　
明
「
後
!
こ
の
１
年
は
!
勉
強
も
い
い
け
ど
、
み
ん
な
で
旅
行
に
行
こ
う
!
今
年
は
修
学
旅
行
も
あ

る
け
ど
!
い
い
で
す
よ
ね
?
高
橋
先
生
?
」

　　
高
橋
「
学
園
長
に
聞
い
て
み
ま
し
ょ
う
…
…
そ
れ
か
ら
で
い
い
で
す
ね
?
」

　　
明
「
は
ぃ
!
み
な
さ
ん
頑
張
り
ま
し
ょ
う
‼
?
」

　『『『『
お
う
（
え
え
）
‼
?
‼
?
』』』』

　　　
明
「
あ
と
、
こ
の
１
週
間
…
万
点
体
位
を
取
れ
る
よ
う
に
、
す
る
か
ら
覚
悟
し
て
ね
?
（
黒
笑
）」

　「「「「
え
?
万
点
…
体
位
っ
て
?
」」」」
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明
「
そ
り
ゃ
、
も
ち
ろ
ん
、
全
教
科
を
５
桁
に
す
る
っ
て
意
味
だ
よ
?
」

　「「「「
え
え
え
え
え
え
え

!!!!??????
」」」」

　　
明
「
さ
ぁ
!
ビ
シ
ビ
シ
行
く
よ
う
!!
」

　　　　　　
続
く
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Ｆ
ク
ラ
ス
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ

　　
一
方
、
Ｆ
ク
ラ
ス
で
は
・
・
・

　
雄
二
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ

　
俺
は
坂
本
雄
二
っ
て
も
ん
だ
。
俺
は
教
卓
の
前
で
考
え
込
ん
で
い
た
。

　
雄
「
今
年
、
あ
い
つ
は
Ａ
ク
ラ
ス
っ
て
言
っ
て
た
し
な
…
勝
負
し
て
み
た
い
ぜ
」

　
俺
は
、
そ
う
思
い
な
が
ら
今
年
来
る
Ｆ
ク
ラ
ス
の
メ
ン
バ
ー
を
待
っ
て
い
た
。

　
ガ
ラ
ガ
ラ

　
雄
「
ん
?
お
ぉ
ー
、
秀
吉
か
ぁ
今
年
も
よ
ろ
し
く
な
ぁ
」

　
秀
「
雄
二
、
お
主
は
何
故
そ
こ
に
…
ま
ぁ
、
良
い
。
よ
ろ
し
く
な
の
じ
ゃ
」

　
雄
「
お
う
」

　　
ガ
ラ
ガ
ラ

　　
雄
「
次
は
?
…
…
先
生
で
し
た
か
。」

「
は
い
…
Ｈ
Ｒ
を
始
め
ま
す
の
で
席
に
つ
い
て
も
ら
え
ま
す
か
?
」
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先
生
に
そ
う
言
わ
れ
、
俺
は
座
る
こ
と
に
し
た
、
ち
な
み
に
Ｆ
ク
ラ
ス
に
は
指
定
さ
れ
た
席
は
な
い

の
で
各
自
自
由
に
座
っ
て
い
る
。

　
雄
「
う
い
ー
っ
す
」

　「
え
〜
、
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
二
年
Ｆ
組
担
任
の
福
原
　
慎
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」

　
先
生
は
薄
汚
れ
て
ヒ
ビ
の
入
っ
た
黒
板
に
名
前
を
書
こ
う
と
し
て
、
チ
ョ
ー
ク
を
取
ろ
う
と
し
て
や

め
た
、
ま
あ
、
チ
ョ
ー
ク
が
な
か
っ
た
か
ら
な

　
福
「
次
に
設
備
の
確
認
を
し
ま
す
。
ち
ゃ
ぶ
台
と
座
布
団
は
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
か
。
不
備
の
あ
る

人
は
申
し
出
て
く
だ
さ
い
」

「
せ
ん
せ
ー
俺
の
座
布
団
に
綿
が
ほ
と
ん
ど
入
っ
て
な
い
で
す
」

　
福
「
あ
ー
、
は
い
我
慢
し
て
く
だ
さ
い
」

「
先
生
、
俺
の
ち
ゃ
ぶ
台
の
脚
が
折
れ
て
い
ま
す
」

　
福
「
木
工
ボ
ン
ド
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
後
で
自
分
で
直
し
て
く
だ
さ
い
」

　
福
原
先
生
は
Ｆ
ク
ラ
ス
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
ら
し
く
テ
キ
パ
キ
と
言
わ
れ
た
こ
と
を
返
し
て
い
た
。

し
か
し
Ｆ
ク
ラ
ス
不
備
過
ぎ
だ
ろ
、
あ
の
腐
れ
ク
ソ
Ｂ
Ｂ
Ａ
妖
怪
い
つ
か
退
治
す
る
。

「
セ
ン
セ
、
窓
が
割
れ
て
い
て
風
が
寒
い
ん
で
す
け
ど
」

　
福
「
わ
か
り
ま
し
た
。
ビ
ニ
ー
ル
袋
と
セ
ロ
ハ
ン
テ
ー
プ
の
支
給
を
申
請
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
」
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福
「
で
は
、
廊
下
側
の
人
か
ら
自
己
紹
介
を
し
て
く
だ
さ
い
」

「
木
下
秀
吉
じ
ゃ
、
演
劇
部
に
所
属
し
て
お
る
」

　　
秀
吉
か
一
見
女
子
に
見
え
る
が
一
応
男
だ
、
だ
が
こ
の
Ｆ
ク
ラ
ス
で
は
…

　「「「「「
木
下
、
俺
と
付
き
合
っ
て
く
れ
!!!
」」」」」

　
っ
と
こ
の
様
に
秀
吉
は
女
に
間
違
え
ら
れ
て
い
る

　
秀
「
わ
し
は
男
で
女
で
は
な
い
な
の
じ
ゃ
!!!
」

「「「「「「
ん
な
、
バ
カ
な
!!
」」」」」」

　
バ
カ
な
の
は
、
お
前
等
だ
よ

「
待
て
、
木
下
は
男
だ
と
言
っ
た
が
、
女
で
な
い
と
は
言
っ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
男
で
も
女
で
も
あ
る

第
三
の
性
別
【
秀
吉
】
な
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
」

「
き
っ
と
、
そ
う
だ
な
!!
お
前
は
天
才
だ
な
」

　
い
や
、
女
で
は
な
い
っ
て
言
っ
て
た
っ
て
の
!
そ
の
両
サ
イ
ド
に
つ
い
て
る
の
は
素
敵
な
ド
ア
ノ
ブ

か
!

　
秀
「
違
う
の
じ
ゃ
!!
わ
し
は
男
で
あ
り
!!
女
で
も
、
そ
の
【
秀
吉
】
で
も
な
く
男
じ
ゃ
!!!
」

「「「「「「
な
ら
、
問
題
な
い
な
木
下
〜
付
き
合
っ
て
く
れ
!!!
」」」」」」　
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も
う
、
こ
い
つ
等
バ
カ
な
思
考
し
か
な
い
の
か
?

　
次
は
俺
が
１
番
嫌
い
な
部
類
に
入
っ
て
る
や
つ
だ
。
島
田
美
波
…
こ
い
つ
は
…

「
─
─
─
─
─
─
─
で
す
。
海
外
育
ち
で
、
日
本
語
は
会
話
は
で
き
る
け
ど
読
み
書
き
は
苦
手
で
す
。

あ
、
で
も
英
語
も
苦
手
で
す
。
育
ち
は
ド
イ
ツ
だ
っ
た
の
で
。
趣
味
は
─
」

　
そ
う
、
こ
い
つ
の
趣
味
は

「
吉
井
明
久
（
明
久
）
を
殴
る
事
で
す
（
だ
っ
た
な
）」

　
島
田
美
波
は
明
久
の
事
を
当
初
は
好
き
じ
ゃ
な
い
の
か
と
思
っ
て
い
た
が
、
暴
力
を
振
る
っ
て
い
る

か
ら
違
う
だ
ろ
う
な
、
だ
か
ら
こ
い
つ
は
ー
ー

　
島
「
っ
て
吉
井
は
!?
」

　
居
ね
え
よ
。
あ
い
つ
は
Ａ
ク
ラ
ス
だ
。

　
福
「
島
田
さ
ん
静
か
に
し
て
く
だ
さ
い
」

　
ガ
ラ
ガ
ラ
っ

　
は
っ
?
い
や
、
い
や
い
や
触
っ
た
だ
け
で
壊
れ
る
教
卓
っ
て
何
だ
よ
!?
Ｆ
ク
ラ
ス
ヤ
バ
過
ぎ
だ
ろ
!?

　　
ガ
ラ
ガ
ラ
っ

　
ん
?
っ
て
ま
さ
か
ジ
ョ
ー
カ
ー
此
処
に
来
る
と
は
な
・
・
・
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「
す
み
ま
せ
ん
。
保
健
室
に
、
行
っ
て
、
い
た
ら
、
遅
れ
、
ま
し
た
」

　
福
「
ち
ょ
う
ど
よ
か
っ
た
で
す
。
い
ま
自
己
紹
介
を
し
て
い
る
最
中
な
の
で
姫
路
さ
ん
も
お
願
い
し

ま
す
」

　
っ
て
教
卓
は
放
置
か
?
代
わ
り
取
っ
て
こ
な
い
の
か
?

　
姫
「
は
、
は
い
!
あ
の
、
姫
路
瑞
希
と
い
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

「
は
い
!
質
問
で
す
!!
」

　
姫
「
は
、
は
い
!
な
、
な
ん
で
す
か
?
」

「
何
で
此
処
に
い
る
ん
で
す
か
?
」

　
聞
き
方
よ
っ
ち
ゃ
あ
、
ひ
ど
い
が
、
確
か
に
そ
う
だ
な
?

　
姫
路
瑞
希
は
確
実
に
Ａ
ク
ラ
ス
に
行
く
ほ
ど
の
点
数
を
保
有
し
て
る
か
ら
こ
こ
に
い
る
わ
け
が
な

い
ん
だ
。

　
姫
「
そ
、
そ
の
・
・
・
振
り
分
け
試
験
の
最
中
に
高
熱
を
出
し
て
し
ま
い
ま
し
て
…
」

　
な
る
ほ
ど
な
、
そ
れ
で
無
得
点
扱
い
に
な
っ
て
此
処
に
居
る
ん
だ
な

「
そ
う
い
え
ば
、
俺
も
熱
（
の
問
題
）
が
出
た
せ
い
で
Ｆ
ク
ラ
ス
に
」

『
あ
ぁ
化
学
だ
ろ
?
ア
レ
は
難
し
か
っ
た
』

　「
俺
は
弟
が
事
故
に
遭
っ
た
と
聞
い
て
実
力
が
出
し
切
れ
な
く
て
」

「
黙
れ
、
一
人
っ
子
の
分
際
で
何
言
っ
て
い
る
俺
は
な
?
前
の
晩
、
彼
女
が
寝
か
せ
て
く
れ
な
く
て
な
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?
」

「「「「
今
年
一
番
の
大
嘘
あ
り
が
と
う
」」」」

　
此
処
に
は
バ
カ
し
か
い
な
い
の
か
?
い
や
、
Ｆ
ク
ラ
ス
だ
か
ら
な
バ
カ
し
か
い
な
い
か

　
姫
「
で
、
で
は
っ
、
一
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

　
福
「
坂
本
君
、
君
が
最
後
の
自
己
紹
介
で
す
よ
」

　
雄
「
Ｆ
ク
ラ
ス
代
表
の
坂
本
雄
二
だ
。
俺
の
こ
と
は
代
表
で
も
坂
本
で
も
好
き
に
呼
ん
で
く

れ
。
・
・
・
さ
て
皆
に
問
い
た
い
」

　
俺
は
、
一
度
教
室
中
ぐ
る
っ
と
見
回
し
息
を
整
え
て
か
ら
言
っ
た

　
雄
「
Ａ
ク
ラ
ス
は
個
人
用
エ
ア
コ
ン
に
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
シ
ー
ト
、
お
菓
子
も
食
べ
放
題
…
ｅ
ｔ
ｃ

ら
し
い
が
─
」

　
も
う
、
一
度
息
を
整
え
─

　　　
雄
「
不
満
は
な
い
か
?
」

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「
大

有

り

じ
ゃ
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

!!!!!
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

　
全
員
（
島
田
は
耳
を
塞
い
で
言
っ
て
な
く
、
秀
吉
は
興
味
な
さ
そ
う
に
し
て
い
て
、
姫
路
は
怯
え
て
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い
て
言
っ
て
い
な
い
）
が
一
つ
に
な
っ
た
な

　
雄
「
だ
ろ
う
?
俺
だ
っ
て
こ
の
現
状
に
は
大
い
に
不
満
だ
。
代
表
と
し
て
問
題
意
識
を
感
じ
て
い

る
」

「
い
く
ら
学
費
が
安
い
か
ら
と
い
っ
て
、
こ
の
設
備
は
あ
ん
ま
り
だ
!
改
善
を
要
求
す
る
!
」

「
そ
も
そ
も
Ａ
ク
ラ
ス
だ
っ
て
同
じ
学
費
だ
ろ
う
?
あ
ま
り
に
差
が
大
き
す
ぎ
る
」

　
雄
「
皆
の
不
満
も
も
っ
と
も
だ
、
そ
こ
で
だ
こ
れ
は
代
表
と
し
て
の
提
案
だ
が
、
Ｆ
ク
ラ
ス
は
、
Ａ

ク
ラ
ス
に
『
試
召
戦
争
』
を
仕
掛
け
よ
う
と
思
う
」

　
俺
が
試
召
戦
争
を
宣
告
し
て
周
り
は
ま
た
、
う
る
さ
く
な
っ
た

「
勝
て
る
わ
け
が
な
い
」

「
こ
れ
以
上
設
備
を
落
と
さ
れ
る
な
ん
て
嫌
だ
」

「
そ
う
だ
!
段
ボ
ー
ル
に
な
ん
て
な
り
た
く
な
い
!!
」

「
俺
に
は
姫
路
さ
ん
以
外
何
も
い
ら
な
い
!!
」

　
ま
あ
、
確
か
に
な
Ｆ
ク
ラ
ス
は
学
年
最
低
、
Ａ
ク
ラ
ス
は
学
年
最
高
だ
か
ら
な
最
低
の
ク
ラ
ス
が
最

高
の
ク
ラ
ス
に
仕
掛
け
る
事
が
下
克
上
の
以
外
な
い
か
ら
な
っ
て
最
後
の
若
干
違
っ
て
な
か
っ
た
か

?
ま
あ
、
良
い
か
。

「
代
表
!
何
の
根
拠
が
あ
っ
て
そ
ん
な
こ
と
を
言
っ
て
ん
の
?
」

　
雄
「
根
拠
な
ら
あ
る
さ
。
こ
の
ク
ラ
ス
に
は
試
召
戦
争
に
勝
つ
た
め
の
要
素
が
揃
っ
て
い
る
」
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実
際
の
所
要
素
は
揃
っ
て
い
な
い
も
う
２
人
欲
し
い
と
こ
ろ
だ
…
ほ
か
の
Ｆ
ク
ラ
ス
の
ヤ
ツ
ら
?

あ
い
つ
ら
は
一
部
を
除
い
て
論
外
だ
。

　
雄
「
姫
路
は
知
っ
て
る
だ
ろ
う
」

　
姫
「
え
っ
、
わ
た
し
で
す
か
?
」

　
雄
「
あ
あ
、
ウ
チ
の
主
戦
力
だ
期
待
し
て
い
る
」

「
あ
ぁ
俺
た
ち
に
は
姫
路
さ
ん
が
居
る
ん
だ
」

「
彼
女
な
ら
Ａ
ク
ラ
ス
に
も
引
け
を
取
ら
な
い
」

「
姫
路
さ
ん
が
い
れ
ば
何
も
い
ら
な
い
な
」

　
ま
た
、
姫
路
に
ラ
ブ
コ
ー
ル
送
っ
て
る
な
さ
っ
き
の
奴
か
?

　
雄
「
木
下
秀
吉
だ
っ
て
い
る
」

　
秀
吉
は
Ａ
ク
ラ
ス
に
行
く
学
力
で
あ
る
の
に
、
な
ぜ
今
此
処
に
居
る
ん
だ
と
不
思
議
と
思
っ
て
い
る

が
多
分
、
あ
の
３
人
に
頼
ま
れ
て
あ
い
つ
（
板
胸
）
の
見
張
り
を
し
て
い
る
ん
だ
ろ
う

「
お
ぉ
演
劇
部
の
ホ
ー
プ
の
…
…
」

「
確
か
Ａ
ク
ラ
ス
の
木
下
優
子
の
・
・
・
い
「
弟
じ
ゃ
!!!
」

　
雄
「
そ
れ
に
…
」

　
俺
は
も
う
、
一
度
教
室
中
ぐ
る
っ
と
見
回
し
一
度
島
田
と
目
が
合
っ
た
が
無
視
し
て

　
雄
「
俺
だ
っ
て
、
全
力
を
出
す
」
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「
ち
ょ
っ
!?
う
ち
は
!?
」

　
雄
「
あ
あ
っ
、
お
前
は
数
学
は
Ｂ
ク
ラ
ス
並
だ
っ
た
な
」

　
島
「
い
や
ウ
「
戦
力
外
だ
」
何
で
よ
!?
」

　
雄
「
聞
い
て
な
か
っ
た
の
か
?
俺
た
ち
は
Ａ
ク
ラ
ス
に
戦
争
を
申
し
込
む
ん
だ
Ｂ
ク
ラ
ス
並
の
お
前

が
太
刀
打
ち
で
き
る
わ
け
な
い
だ
ろ
う
」

「
確
か
に
そ
う
だ
な
」

　
雄
「
だ
が
、
俺
は
そ
の
前
に
、
Ｅ
Ｂ
ク
ラ
ス
に
仕
掛
け
る
つ
も
り
だ
か
ら
な
そ
の
時
の
戦
力
に
す
る
」

　
島
「
い
や
、
だ
か
ら
ウ
チ
は
「
そ
れ
に
俺
も
全
力
を
だ
す
」
話
聞
け
ぇ
ぇ
ぇ
!!
」

「
あ
ぁ
坂
本
っ
て
言
え
ば
小
学
校
の
頃
『
神
童
』
と
よ
ば
れ
て
い
た
よ
う
な
」

「
な
ら
振
り
分
け
試
験
の
時
は
実
力
を
出
し
切
れ
な
か
っ
た
の
か
」

「
実
力
は
Ａ
ク
ラ
ス
並
み
が
２
人
も
い
る
っ
て
こ
と
じ
ゃ
な
い
か
」

　
う
ー
ん
、
あ
い
つ
は
十
中
八
九
こ
こ
に
来
る
こ
と
は
な
い
が
一
応
言
っ
て
お
く
か
。

　
雄
「
そ
れ
に
、
吉
井
明
久
だ
っ
て
い
る
」

　
シ
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ン

　
あ
い
つ
の
知
名
度
な
さ
過
ぎ
な
い
か
?

「
誰
だ
よ
吉
井
明
久
っ
て
」

「
俺
が
知
る
か
よ
」
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「
こ
の
ク
ラ
ス
に
い
た
か
?
」

　
雄
「
い
や
、
あ
い
つ
は
十
中
八
九
こ
こ
に
来
る
こ
と
は
な
い
が
一
応
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
あ
る
。

　
こ
の
試
召
戦
争
の
要
と
な
る
存
在
だ
。」

「
ん
で
?
そ
い
つ
は
だ
れ
な
ん
だ
?
」

　
雄
「
そ
う
か
。
知
ら
な
い
な
ら
教
え
て
や
る
。
そ
い
つ
の
肩
書
は
『
観
察
処
分
者
』
だ
」

「
そ
れ
っ
て
、
確
か
バ
カ
の
代
名
詞
じ
ゃ
?
」

　
雄
「
い
や
、
あ
い
つ
の
場
合
の
観
察
処
分
者
は
」
ガ
ラ
ガ
ラ
っ

　
な
ん
だ
よ
、
や
っ
ぱ
り
…
こ
こ
…
っ
て
何
で
…

「「
す
み
ま
せ
ー
ん
遅
れ
ま
し
た
〜
」」

　
こ
こ
に
お
前
ら
が
居
る
ん
だ
よ
ー
ー
ー

!!!??

　　　
ち
ょ
っ
と
Ａ
ク
ラ
ス
に
戻
る

　　
明
「
あ
れ
?
あ
の
二
人
は
?
」

　
葵
「
あ
あ
っ
、
あ
の
二
人
は
Ｆ
ク
ラ
ス
や
で
?
」

　
明
「
何
で
?
」
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薫
「
あ
い
つ
の
偵
察
で
だ
よ
」

　
明
「
彼
奴
っ
て
島
田
さ
ん
?
」

　
紫
穂
「
え
え
っ
、
島
田
さ
ん
は
あ
き
ち
ゃ
ん
に
対
す
る
暴
力
で
Ｂ
．
Ａ
．
Ｂ
．
Ｅ
．
Ｌ
．
に
監
視
さ

れ
て
る
の
よ
?
」

　
明
「
へ
え
〜
Ｂ
．
Ａ
．
Ｂ
．
Ｅ
．
Ｌ
．
に
ね
〜
っ
て
監
視
さ
れ
て
ん
の
!?
」

　
紫
穂
「
え
え
っ
、
局
長
が
キ
レ
て
、
そ
い
つ
を
監
視
し
ろ
っ
て
言
っ
た
っ
て
皆
本
さ
ん
が
ね
」

　
明
「
は
は
は
・
・
・
局
長
ら
し
い
ね
」

　
翔
「
局
長
さ
ん
ら
し
い
ね
」

　
優
「
局
長
さ
ん
っ
て
過
保
護
過
ぎ
で
し
ょ
」

　
明
「
は
は
は
、
昔
か
ら
そ
う
だ
か
ら
ね
?
あ
の
子
大
丈
夫
な
の
?
」

　
紫
穂
「
さ
ぁ
?
」

　
明
「
大
丈
夫
な
の
?
」

　
薫
「
大
丈
夫
だ
ろ
?
」

　
葵
「
せ
や
な
」

　
紫
穂
「
え
え
」
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明
「
本
当
に
大
丈
夫
か
な
?
」

　
再
び
Ｆ
ク
ラ
ス

　
福
「
大
丈
夫
で
す
よ
さ
あ
、
自
己
紹
介
を
」

「「
は
い
」」

「
宿
木
　
明
で
す
よ
ろ
し
く
」

「
犬
神
　
初
音
だ
っ
、
よ
ろ
し
く
な
!!
」

「「「「「「「「
え
?
っ
て
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
!!!!
」」」」」」」」

　
初
「
う
る
さ
い
!!
」

　
明
（
あ
き
ら
）「
初
音
、
仕
方
な
い
じ
ゃ
な
い
?
僕
た
ち
は
の
成
績
は
Ａ
ク
ラ
ス
何
だ
か
ら
さ
〜
」

　
初
「
ま
あ
、
そ
う
だ
け
ど
さ
」

　
す
み
ま
せ
ん
、
初
音
の
口
調
が
憶
え
て
い
な
い
の
で
、
ち
ょ
っ
と
違
い
ま
す
ｂ
ｙ
作
者

　
明
（
あ
き
ら
）「
ま
あ
、
良
い
か
」

　「
は
い
!
質
問
で
す
!!
」

「「
何
で
す
か
（
何
）
?
」」

「
何
で
此
処
に
居
る
ん
で
す
か
?
」
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「「
あ
?
こ
こ
い
ち
ゃ
い
け
な
い
の
?
」」

「
い
え
そ
う
い
う
わ
け
で
は
」

　
明
（
あ
き
ら
）「
ま
ぁ
─
何
故
こ
こ
に
居
る
か
っ
て
言
わ
れ
る
と
試
験
中
に
倒
れ
て
た
姫
路
さ
ん
を

（
仕
方
な
く
）
運
ん
で
か
な
?
」

　
初
「
私
は
寝
て
た
」

　
姫
「
あ
っ
宿
木
君
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

　
明
（
あ
き
ら
）「
い
や
、
彼
奴
な
ら
そ
う
す
る
か
な
っ
て
ね
?
」

　
ま
あ
、
そ
う
だ
な
、
あ
い
つ
な
ら
…
…

　　
雄
「
よ
う
、
明
、
犬
神
」

「「
あ
っ
雄
二
く
ん
（
ゴ
リ
ラ
）
!!
」」

　
雄
「
お
い
、
犬
神
、
ゴ
リ
ラ
は
や
め
て
く
れ
」

　
初
「
は
い
は
い
、
じ
ゃ
あ
、
糞
絶
滅
危
惧
種
ゴ
リ
ラ
は
?
「
や
め
ろ
!!
」
え
〜
」

　
雄
「
じ
ゃ
あ
、
い
い
や
、
続
き
な
あ
い
つ
の
操
作
能
力
は
学
年
ト
ッ
プ
だ
、
そ
れ
に
こ
の
二
人
だ
こ

れ
な
ら
勝
て
る
だ
ろ
」

「
こ
れ
な
ら
ほ
ん
と
に
Ａ
ク
ラ
ス
に
勝
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
?
」

　
雄
「
皆
、
こ
の
境
遇
に
は
大
い
に
不
満
だ
ろ
う
?
」
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「「「「
当
然
だ
!!
」」」」

　
雄
「
な
ら
ば
全
員
筆
〈
ペ
ン
〉
を
執
れ
!!
出
陣
の
準
備
だ
!!
」

「「「「
お
お
ー
ー
っ
!!
」」」」

　
雄
「
俺
た
ち
に
必
要
な
の
は
ち
ゃ
ぶ
台
で
は
な
い
!
Ａ
ク
ラ
ス
の
シ
ス
テ
ム
デ
ス
ク
だ
!!
」

　
明
（
あ
き
ら
）「
話
が
此
処
ま
で
進
ん
で
る
と
は
ね
?
」

　
初
「
あ
き
ら
黙
っ
と
く
の
?
」

　
明
（
あ
き
ら
）「
黙
っ
と
く
方
が
面
白
い
じ
ゃ
ん
?
」
キ
ラ
ー
ん
、
ザ
・
キ
ャ
ラ
崩
壊

　
秀
「
主
ら
も
此
処
に
来
た
の
か
?
」

「「
秀
吉
!!
」」

　
明
（
あ
き
ら
）「
う
ん
き
た
よ
、
で
も
秀
吉
と
違
っ
て
薫
達
じ
ゃ
な
く
て
、
Ｂ
．
Ａ
．
Ｂ
．
Ｅ
．
Ｌ
．

本
部
の
任
務
で
あ
の
子
を
監
視
役
と
し
て
ね
」

　
秀
「
そ
う
か
の
」

　
明
（
あ
き
ら
）「
う
ん
、
そ
う
だ
よ
、
あ
れ
?
初
音
は
?
」

　
秀
「
あ
そ
こ
じ
ゃ
」

　
明
（
あ
き
ら
）「
え
っ
?
」

　　
姫
「
そ
う
い
え
ば
、
吉
井
君
は
?
」
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雄
「
遅
刻
だ
ろ
う
な
。
多
分
、
な
あ
?
犬
神
?
（
Ａ
ク
ラ
ス
だ
ろ
?
）」

　
初
「
う
ん
、
多
分
ね
〜
（
う
ん
、
そ
う
だ
よ
?
ゴ
リ
ラ
く
ん
♪
）」

　
島
「
吉
井
の
や
つ
!!
早
く
着
な
さ
い
よ
!!
」

　
チ
ッ
…
こ
い
つ
は
そ
こ
ま
で
理
不
尽
な
暴
力
を
し
た
い
の
か
?

「
大
変
だ
!!
」

　
雄
「
な
ん
だ
よ
、
横
溝
」

「
吉
井
が
Ａ
ク
ラ
ス
に
行
く
の
を
見
た
っ
て
聞
い
た
ん
だ
!!
」

　
島
「
え
っ
!?
本
当
な
の
!?
」

「
あ
あ
」

　
姫
「
じ
ゃ
あ
、
行
っ
て
見
ま
し
ょ
う
?
」

　
島
「
そ
う
ね
?
」

　
雄
「
い
や
、
行
く
わ
け
に
は
行
か
ね
ー
な
」

　
島
「
ど
う
し
て
よ
!
」

　
雄
「
今
は
準
備
が
必
要
だ
。
そ
の
確
認
は
、
Ａ
ク
ラ
ス
戦
ま
で
待
っ
て
ろ
。」

　
姫
「
う
ぅ
…
わ
か
り
ま
し
た
。」

　
島
「
仕
方
な
い
わ
ね
。」

　
Ｆ
Ｆ
Ｆ
団
「
俺
ら
は
行
か
し
て
も
ら
う
ぞ
!
」
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雄
「
お
前
ら
も
行
か
せ
ね
ー
よ
!
犬
神
に
頼
ん
で
八
つ
裂
き
す
る
ぞ
!
」

　
初
「（
?
▽
?
）
ニ
ヤ
リ
ッ
」
爪
が
キ
ラ
ー
ン

　
Ｆ
Ｆ
Ｆ
団
「（
´
；
ω
；
｀
）
ウ
ッ
…
わ
か
っ
た
（
　
˙
?
˙
　
）
ゝ
」

　
俺
達
は
、
Ａ
ク
ラ
ス
に
行
か
な
か
っ
た
。
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、
Ｃ
Ｂ
戦
：
前
編

　　
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
雄
二

　
Ｆ
ク
ラ
ス

　
島
「
そ
れ
で
、
ど
こ
か
ら
攻
め
る
の
?
」

　
雄
「
そ
れ
は
、
Ｄ
ク
ラ
ス
か
ら
行
く
」

　
島
「
何
で
Ｄ
ク
ラ
ス
な
の
よ
。
最
初
に
Ａ
ク
ラ
ス
か
ら
じ
ゃ
な
い
の
?
」

　
雄
「
あ
ぁ
…
そ
れ
は
な
。」

　
俺
は
島
田
に
（
不
本
意
な
が
ら
も
）
何
故
Ｄ
ク
ラ
ス
か
ら
な
の
か
を
教
え
て
や
っ
た

　
島
「
へ
え
、
実
力
を
見
せ
る
た
め
か
〜
」

　
雄
「
あ
あ
、
ま
あ
な
」

　
島
「
そ
れ
で
、
誰
が
行
く
の
?
」

使
者
死

者

　
雄
「
あ
ぁ
〜
、
そ
の

は
お
前
だ
島
田
。
島
田
行
っ
て
こ
い
!
」

　
島
「
は
!?
宣
戦
布
告
の
使
者
は
ひ
ど
い
目
に
合
わ
さ
れ
る
っ
て
噂
じ
ゃ
な
い
!
絶
対
い
や
よ
!!
」

　
雄
「
所
詮
噂
だ
、
ホ
ン
ト
だ
っ
た
と
し
て
も
男
子
が
女
子
に
簡
単
に
手
を
上
げ
る
訳
無
い
だ
ろ
」

　
島
「
う
〜
ん
そ
れ
も
そ
う
ね
、
わ
か
っ
た
わ
。
行
っ
て
く
る
」
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姫
「
な
ら
、
私
も
行
き
ま
す
!!
」

　
島
「
そ
う
ね
、
行
き
ま
し
ょ
、
瑞
希
!!
」

　
ガ
ラ
ッ

　
雄
「
行
っ
て
こ
い
、
女
が
行
っ
た
と
し
て
も
女
子
は
女
子
か
ら
、
ひ
ど
い
目
に
合
わ
さ
れ
る
か
ら
な
」

　
明
「
本
人
が
行
っ
た
後
に
言
う
な
ん
て
、
ひ
ど
い
ね
?
」

　
雄
「
あ
い
つ
は
去
年
、
明
久
に
理
不
尽
な
暴
力
を
や
っ
て
ん
だ
、
俺
は
許
せ
ね
え
か
ら
次
は
あ
い
つ

が
ひ
ど
い
目
に
会
え
ば
い
い
」

　
明
「
確
か
に
そ
う
だ
ね
」

　
雄
「
さ
て
…
…
お
前
ら
!!
わ
か
っ
て
ん
な
!!
最
初
は
Ｄ
ク
ラ
ス
だ
!!
気
を
し
っ
か
り
も
っ
て
、
試
召

戦
争
の
準
備
を
し
て
く
れ
!!
そ
れ
に
補
充
試
験
も
ち
ゃ
ん
と
し
て
お
け
!!
」

「
Ｄ
ク
ラ
ス
か
ら
か
!!
頑
張
る
ぞ
〜
!!
」

「
補
充
試
験
も
頑
張
る
か
〜
」

「
よ
し
!!
や
っ
て
や
る
!!
」

『『『『
お
お
お
お
ー
ー
ー
!!
』』』』

　
ガ
ラ
ッ
バ
タ
ン
ッ

　
島
「
ち
ょ
っ
と
坂
本
!!
男
子
は
何
も
し
て
こ
な
か
っ
た
け
ど
、
女
子
に
攻
撃
さ
れ
た
わ
よ
!!
」

　
姫
「
そ
う
で
す
よ
!!!
」
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今
帰
っ
て
き
た
か
、
ザ
マ
ァ
み
ろ
、

　
雄
「
ひ
ど
い
言
い
草
だ
な
、
ち
ゃ
ん
と
注
意
し
た
ぞ
。
お
前
ら
が
聞
か
ず
に
行
っ
た
か
ら
悪
い
ん
だ

ろ
」

　
島
「
そ
う
だ
っ
た
の
?
そ
れ
な
ら
「
ま
ぁ
、
言
っ
た
の
は
お
前
ら
が
行
っ
た
あ
と
だ
が
な
」
…
な
に

よ
そ
れ
!!
」

　
姫
「
な
ん
で
す
か
!!
そ
れ
は
!!
」

　
雄
「
そ
れ
は
、
い
い
と
し
て
、
何
時
か
ら
だ
?
」

「「
…
…
午
後
３
時
よ
（
で
す
）」」

　
３
時
か
、
よ
し
!!

　
雄
「
お
前
ら
!
今
か
ら
な
る
べ
く
多
め
補
充
試
験
を
受
け
て
戦
争
に
備
え
て
お
け
!
絶
対
に
勝
つ
ぞ

!!
」

　
時
は
経
っ
て
午
後
３
時

　
さ
て
、
午
後
３
時
だ
、
行
く
か

　
雄
「
お
前
ら
!!
開
戦
だ
!!
張
り
切
っ
て
逝
っ
て
こ
い
!!
」

『『『『『
お
お
お
!!!
』』』』』

　
前
線
部
隊
が
張
り
切
っ
て
い
っ
た
が
、
あ
い
つ
ら
に
は
正
直
期
待
し
て
い
な
い
。

　
秀
吉
が
い
る
か
ら
ま
だ
ま
し
だ
ろ
う
が
、
島
田
が
同
じ
と
こ
ろ
に
い
る
し
な
…
…
あ
い
つ
は
命
令
無
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視
を
し
そ
う
だ
。

　
ま
あ
、
犬
神
も
い
る
か
ら
い
い
だ
ろ
う
が
…

　
雄
二
「
残
り
は
こ
こ
で
待
機
だ
。
姫
路
が
試
験
を
受
け
終
わ
る
ま
で
、
こ
こ
を
守
る
ぞ
!!
」

『『『
お
お
お
!
』』』

　
姫
「
頑
張
り
ま
す
」

こ
こ
教

室

　
残
り
の
Ｆ
ク
ラ
ス
は
姫
路
が
補
充
試
験
を
終
え
る
ま
で
、

を
守
る
。

　
前
線
も
そ
う
だ
が
、
基
本
こ
の
戦
争
は
俺
た
ち
が
上
手
く
時
間
稼
ぎ
を
す
る
こ
と
が
勝
敗
の
鍵
と
な

る　
明
「
雄
二
」

　
雄
「
明
か
、
ど
う
し
た
?
」

　
明
「
雄
二
は
姫
路
に
期
待
し
て
る
の
?
」

　
雄
「
さ
あ
な
、
だ
が
あ
い
つ
は
久
保
と
同
じ
点
数
を
持
っ
て
る
か
ら
一
応
な
?
」

　
明
「
そ
っ
か
、
で
も
な
ん
で
主
力
紹
介
の
時
は
…
」

Ｆ
ク
ラ
ス

あ

の

馬

鹿

共

　
雄
「
あ
あ
、
そ
れ
は
な
?

に
は
そ
う
言
っ
て
い
た
方
が
都
合
い
い
だ
ろ
う
?
そ
れ
に
Ｆ
ク

観
察
処
分
者

明

久

ラ
ス
の
連
中
は

の
こ
と
を
知
ら
な
い
、
だ
か
ら
姫
路
を
主
力
紹
介
で
言
っ
た
ん
だ
、
そ
れ

に
姫
路
に
期
待
し
て
る
か
は
ど
っ
ち
か
て
い
う
と
期
待
は
し
て
な
い
」
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明
「
な
る
ほ
ど
ね
」

　
雄
「
あ
あ
」

　
明
「
わ
か
っ
た
」

こ
こ
教

室

　
雄
「
用
事
は
も
う
い
い
か
?
「
い
い
よ
?
」
よ
し
!!
お
前
ら
!!
な
ん
と
し
て
も

を
守
れ
!!
」

『『『
お
お
お
ー
ー
ー
!!
』』』

　
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
雄
二
ｏ
ｕ
ｔ

　
明
久
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ

　
あ
、
旧
校
舎
の
所
が
騒
が
し
く
な
っ
た
な
、
本
当
に
雄
二
は
試
召
戦
争
を
…

　
薫
「
明
久
〜
雄
二
は
本
当
に
試
召
戦
争
を
や
っ
て
る
ん
だ
な
」

　
明
「
そ
う
だ
ね
、
早
く
来
て
欲
し
い
な
〜
」

「
ね
え
、
明
久
君
」

　
明
「
あ
っ
愛
子
さ
ん
ど
う
し
た
の
?
」

　
愛
「
な
ん
か
ま
る
で
こ
こ
に
来
る
の
が
楽
し
み
み
た
い
だ
ね
?
」

　
明
「
楽
し
み
だ
よ
?
だ
っ
て
、
他
の
Ｆ
ク
ラ
ス
は
兎
も
角
、
明
や
初
音
ち
ゃ
ん
、
秀
吉
、
雄
二
が
居

る
ん
だ
か
ら
ね
?
」

　
愛
「
明
君
と
初
音
は
兎
も
角
、
坂
本
君
と
優
子
の
弟
君
っ
て
成
績
っ
て
ど
こ
ま
で
な
の
?
」

　
明
「
あ
あ
、
秀
吉
は
ね
…
…
」
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所
変
わ
っ
て
、
秀
吉
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ

　
秀
「
行
く
の
じ
ゃ
!!
」

『
秀
吉
だ
!!
気
い
ぬ
く
な
!!
』

　
古
典

　
Ｄ
ク
ラ
ス
モ
ブ
　
　
Ｖ
Ｓ
　
　
Ｆ
ク
ラ
ス
木
下
秀
吉

　
　
　
　
８
５
点
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
０
８
点

『
な
、
な
、
何
ー
ー
ー
ー
!!
Ａ
ク
ラ
ス
並
み
ー
ー
ー
!!!
』

　
ザ
シ
ュ
ッ

　
Ｄ
ク
ラ
ス
モ
ブ
　
Ｖ
Ｓ
Ｆ
ク
ラ
ス
木
下
秀
吉

　
　
　
　
　
Ｄ
Ｅ
Ａ
Ｄ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
０
８
点

　
西
「
早
く
来
い
、
戦
死
者
は
補
習
だ
」

「
頼
む
見
逃
し
て
く
れ
、
あ
ん
な
拷
問
耐
え
切
れ
ね
え
」

　
西
「
拷
問
?
違
う
あ
れ
は
教
育
だ
。
補
習
室
を
出
る
頃
に
は
、
趣
味
は
勉
強
、
目
標
は
二
宮
金
治
郎

と
い
う
理
想
的
な
生
徒
に
な
っ
て
居
る
」　
　
　

　
秀
「
わ
し
は
行
く
の
じ
ゃ
、
皆
あ
と
は
頼
ん
だ
の
じ
ゃ
」

『『『
任
せ
と
け
!!
』』』

　
戻
っ
て
、
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
明
久
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明
「
と
ま
ァ
、
秀
吉
は
優
子
よ
り
も
高
い
ん
だ
」

　
愛
「
え
っ
!?
そ
う
な
の
?
」

　
明
「
ま
あ
ね
」

　
紫
穂
「
っ
て
明
ち
ゃ
ん
は
そ
れ
以
上
で
し
ょ
う
?
」

　
明
「
ま
あ
、
そ
う
だ
け
ど
…
（
っ
て
そ
れ
を
採
点
で
き
る
先
生
達
も
す
ご
い
け
ど
）
そ
れ
に
こ
の
僕

よ
り
高
い
３
年
の
主
席
の
方
が
凄
い
と
思
う
け
ど
」

　
薫
「
そ
れ
は
…
そ
う
だ
な
?
」

　
紫
「
ま
あ
３
年
の
主
席
は
来
年
に
は
卒
業
し
て
明
久
が
学
校
の
Ｔ
Ｏ
Ｐ
に
な
る
か
も
ね
?
」

　
明
「
ま
さ
か
〜
僕
よ
り
す
ご
い
の
が
入
っ
て
来
る
よ
〜
」

　
愛
「
初
め
て
見
た
本
物
の
謙
遜
し
て
る
人
」

　
薫
「
ま
あ
、
だ
か
ら
私
達
の
ね
〜
?
」

　
明
「
ん
?
何
?
」
笑
顔

「「「「「「
／
／
／
」」」」」」

　
愛
「
／
／
／
そ
、
そ
れ
は
い
い
と
し
て
、
坂
本
君
は
?
」

　
明
「
あ
あ
雄
二
は
ね
…
…
」

　
所
変
わ
っ
て
、
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
雄
二

『
教
室
攻
め
る
ぞ
!!
』

56  Ｄ、ＣＢ戦：前編



　
雄
「
来
た
な
?
み
ん
な
は
行
く
な
、
俺
が
行
く
」

『『『
わ
か
っ
た
!!
』』』

　
雄
「
お
前
ら
、
俺
が
相
手
だ
!!
」

『『『
大
将
だ
!!
打
ち
取
っ
た
る
!!
』』』

　
雄
「
出
来
た
ら
な
」

　
俺
は
野
獣
の
如
く
笑
っ
た

　
保
健
体
育

　
Ｄ
ク
ラ
ス
モ
ブ
　
Ｖ
Ｓ
Ｆ
ク
ラ
ス
坂
本
雄
二

　
　
　
　
１
８
９
点
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｖ
Ｓ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
０
６
点

『『『
な
、
な
、
何
ー
ー
ー
ー
!!
』』』

「
相
手
は
１
人
だ
!!
数
で
潰
す
ぞ
!
」

　
Ｄ
モ
ブ
ど
も
『『『
お
お
お
り
ゃ
あ
あ
あ
あ
あ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
あ
あ
』』』

　
雄
「
出
来
る
も
ん
な
ら
、
や
っ
て
み
や
が
れ
!!
」
シ
ュ
ン
ッ

　
ザ
シ
ュ
ッ

　
Ｄ
ク
ラ
ス
モ
ブ
Ｖ
Ｓ
Ｆ
ク
ラ
ス
坂
本
雄
二

　
　
　
Ｄ
Ｅ
Ａ
Ｄ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
０
６
点

　
西
「
早
く
来
い
、
戦
死
者
は
補
習
だ
」
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「
い
や
だ
!!
地
獄
の
よ
う
な
補
習
室
は
い
や
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
!!
」

「
頼
む
見
逃
し
て
く
れ
、
あ
ん
な
拷
問
耐
え
切
れ
ね
え
」

　
西
「
拷
問
?
違
う
あ
れ
は
教
育
だ
。
補
習
室
を
出
る
頃
に
は
、
趣
味
は
勉
強
、
目
標
は
二
宮
金
治
郎

と
い
う
理
想
的
な
生
徒
に
な
っ
て
い
る
っ
て
同
じ
事
言
わ
せ
る
な
」

「
っ
て
そ
れ
は
教
育
じ
ゃ
な
く
て
、
洗
脳
じ
ゃ
…
…
い
や
あ
あ
あ
あ
あ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ

!!!!!
」

　
雄
「
…
…
…
な
に
は
と
も
あ
れ
、
守
っ
て
く
ぞ
!!
」

『『『
お
お
お
ー
ー
ー
!!
』』』

　
所
戻
っ
て
、
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
明
久

　
明
「
ま
、
こ
ん
な
感
じ
か
な
?
」

　
愛
「
え
っ
!?
翔
子
と
一
緒
」

　
明
「
い
や
、
翔
子
ち
ゃ
ん
よ
り
は
低
い
か
な
?
」

　
翔
「
ま
あ
、
そ
う
だ
ね
〜
雄
二
は
色
々
と
隠
し
て
る
か
ら
ね
?
で
も
、
私
や
明
久
、
薫
、
志
穂
、
葵

は
そ
れ
を
分
か
っ
て
る
け
ど
ね
?
」

　
愛
「
へ
え
、
で
も
去
年
は
明
久
も
そ
う
だ
け
ど
、
Ｆ
ク
ラ
ス
の
平
だ
っ
た
で
し
ょ
?
な
ん
で
Ｆ
ク
ラ

ス
に
な
っ
た
の
?
」

　
明
「
あ
あ
、
そ
れ
ね
?
去
年
は
成
績
よ
り
も
友
達
作
り
を
大
切
に
し
て
き
た
ん
だ
、
だ
か
ら
Ｆ
ク
ラ

ス
に
行
っ
ち
ゃ
た
ん
だ
、
入
学
試
験
も
振
り
分
け
試
験
の
時
は
成
績
を
下
げ
て
受
け
た
ん
だ
」
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愛
「
え
っ
、
だ
か
ら
、
僕
に
も
話
し
か
け
て
き
た
ん
だ
ね
?
」

　
明
「
う
ん
、
そ
う
だ
よ
?
」

　
僕
は
愛
子
さ
ん
に
去
年
の
わ
け
を
話
し
た
ら
、
す
る
と
突
然
背
中
が
ゾ
ク
っ
と
な
っ
た
、
恐
る
恐
る

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
悪
魔
の
如
し
笑
顔
の
薫
ち
ゃ
ん
、
葵
ち
ゃ
ん
、
紫
穂
ち
ゃ
ん
が
い
た
の
だ
っ
た

　
薫
「
ふ
ー
ん
、
朝
は
そ
ん
な
事
言
っ
て
な
か
っ
た
の
に
ね
?
」

　
葵
「
そ
う
や
で
?
言
っ
て
く
れ
た
ら
よ
か
っ
た
わ
」

　
紫
穂
「
そ
う
よ
?
カ
チ
ャ
リ
「
っ
て
銃
出
す
の
や
め
て
!?
」
仕
方
な
い
わ
ね

　
明
「
わ
か
っ
た
か
ら
!!
ご
め
ん
っ
て
!!
」

「「「
ダ
メ
!!
Ｏ
・
Ｈ
Ａ
・
Ｎ
Ａ
・
Ｓ
Ｉ
し
な
い
と
ね
?
」」」

　
明
「
え
え
え
ー
ー
ー
!!
」

　　
中
編
へ
続
く
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